
今年も、パイン・マンゴー収穫の時期がやってきました！

西表島パイランドファームより、パイン・マンゴー全国発送致します。

西表島パイランドファームって？

西表島の南東側に広がる農場です。

東京ドーム15個分の面積があり、パイン・マンゴーの栽培が行

われています。農場内には小さな加工所があり、採れたての果

実を使った加工品・ドリンクやお菓子なども作っています。ま

た、ご予約頂ければ、トラクタートレインに揺られ、農場内を

見学することもできます！時期により、スナックパインやピー

チパインなどパイナップルの収穫体験も出来ます。（こちらも

要予約！）

西表島ってどんなとこ？

西表東部地区に流れる川。

海水と淡水が混ざり合う浅瀬にはマングローブ林が広がり、さらに奥

へ進むと、日本最大級のサキシマスオウノキを見る事が出来ます！

根っこが板状になっているのが、特徴的で、高いところで３ｍもある

んです。

目の前で見ることができ、その存在感には圧倒されてしまいます。

面積の約9割がジャングルというこの島には自然がいっぱい。

仲間川からは、天然記念物ヤエヤマヤシの群集も見られます。

マンゴー袋がけ

　みなさま、マンゴーの味はいかがでしたか？

この記事を書いている６月11日現在は、マンゴーの袋掛けも終わ

り、美味しくなるのを願っている真最中です！！！

マンゴーの袋掛け？と思われる方も多いと思いますが、西表島は亜

熱帯地域なので日差しがとてつもなく強いし日暮れも遅い！

（6月11日の今　7時40分日暮れです）なので、ずーーーっと太陽

にあたっているため日焼けをしてしまうのです。（悪いことばかり

ではなく、太陽のおかげで香りと味がとっても良くなるのです）

全てのマンゴーに袋をかけて大事に、大事に美味しくなるのを待つ

のです。

そんなマンゴーいかがでしたでしょうか？

いりおもてじま

仲間川【なかまがわ】編
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　彼が美味しそうにほおばっているのは、グ

アバの実です。

遠くから鳥が運んできた種が大きな木にな

り、実をつけました。

ヒョイと手を伸ばし黄緑色になった実を探し

ます。

触るとちょっと柔らかくなった物が食べ頃の実です。

かじると中はピンク色。ささやかなシアワセを感じます。

子供達に人気がありますが、実は一部のおじさん達もこれを狙っ

ています。梅酒ならぬ“グアバ酒”を作るためです。

大口の瓶の中に泡盛をドボドボと注ぐだけ。しばらく待ってから飲んでみると、“やめられんサァー”という

状態になるそうです。飲み口がいいので、気をつけないといけないようですよ。

島を訪れた際は、シアワセのグアバの木、探して見てくださいね。

こんなん、出ましたけど・・・

春先に草だらけのパイン畑にシロハラ

クイナの巣を見つけました。ところが

いつも親鳥は不在で、卵をあたためて

いる姿を見る事が出来ませんでした。育児放棄というやつで

しょうか。畑にはハブもいるし、ネズミもいます。空からはカ

ラスも狙っています。

ちょっと冷たい気がしました。

ところがこの時期（６月頃）２～３匹のひなをつれ道路を横切

る姿が見られます。車が通る道路は危険でいっぱいです。ひな

もおいていかれないよう一生懸命親を追いかけてゆきます。

お母さんちゃんと子育てしてるみたいですよ。

グァバ

朝焼けに染まる古見の浦。

八重山古典民謡の舞台にもなっている場所です。

まだ夢の中にいるような不思議な気分です。

パイン収穫のため、早朝出勤が続きますが、こんな景色が見られる

のなら、早起きも悪くないのかもしれません。

パイン収穫もあとわずかですが、バトンタッチでマンゴーの収穫が

始まりました。

スタッフ一同、おいしいフルーツがみなさまにお届け出来るよう、

朝早くからはりきっています。

鳥が運んできたシアワセ！
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